
（142）

片岡信二名誉教授著作目録

著書

　『リニアー・プログラミング入門一理論と例解』（久武雅夫との共著），白桃書房，

　昭和32年11月一

　r新版■リニアー・プログラミング入門一理論と例解』（久武雅夫との共著），白桃

　書房，昭和38年3月。

　r電子計算機』，春秋社，昭和43年10月．

　r数理計画法』，束洋経済新報杜昭和46年7月．

　rコンビューター入門ハード・ソフト・システム』，有斐閣，昭和47年2月。

論文

　「蛋白質のエネルギー準位について一Evans　M．G．，Gr・gOry　J、の論文の補い一」，

　物性論研究，37号，昭和26年4月。

　r高分子電解質の解離度について」，物性論研究，42号，昭和26年9月．

　「枝分れのある鎖状分子の統計」，物性論研究，66号，昭和28年9月．

　rRandom　Time　Seriesの有限時間観測値と相関函数について」，小林理学研究所報

　告，昭和28年10月．

　“On　the　Dissociation　constant　of　Polyelectrolyte”，J－PhysicaI　society　Oi　JaPan，

　Vo1．9pp，293＿294．1954．

　「枝分れ高分子」，高分子，VOl－3，No．5，昭和29年5月。

　「経済現象に於ける最大原理」，一橋論叢，第三十二巻第三号。pp．230－241，昭和29

　年3月．
　「経済学に於ける数学的解析法と計算」，一橘大学創立八十周年記念論文集上巻，pp．

　129－156，昭和30年9月。

　「線型計算に於ける誤差の影響一レオンチェフ行列，線型計画と誤差」，一橋論叢，

　第三十五巻第三号，pp・251－256，昭和31年3月・

　r生産計画と輸送問題」，標準化V01・9，No・7，pp．536－538，昭和31年7月．

　「生産計画について一輸送問題およぴゲーム論との関連一」，一橋論叢，第三十六

　巻第二号，pp．74－81，昭和31年8月．

　「線型計画の技術的側面」，山田雄三，久武雅夫編『経済分析シンポジウム・経済活動

　分析』，日本評論新社，昭和32年4月。

　「ゲーム理論と計画法」，山田雄三，久武雅夫編r経済分析シンポジウム・ゲーム理

464



片岡信二名誉教授著作目録
（143）

論』、同上，昭和32年4月’．

鰐：管平間題の計算法につ1’て・一橋論叢・第三十九巻第三号・…1一・蝸

㌻蔦11：㌻㌫t：，鴛㌶二b1・｝榊閉・1一舳的

；㍗鴛t㌶：叢in・I一叫・㈱・り州一・1θ1舳・

1鴛ニニ㌫、㌶二めの一一一／1一に一いて・憎報処理…仙

；㌫㌶、ll㌃チの手法・・経済セ1ナ・・一・l1本評論新社，・・

“AStochasticP・・…皿i1岬・1”・肋舳・伽，・・．・1，・。．、一。，p、．、、1－

196．　1963一

「確率論的計画法について・・一橋大学研究年報，・自然科学研究。。，p、．。。一、ア，昭

和38年3月．

；：0；1㍊g瓢㌻1ア’ての二，三の／－1・・一橋論蕗第五十六巻第二

“StochasticP「o・「…i・・一・・・i・・・・・・…ili・・舳…，蜘、刎。、、力、∫

oμ舳洲ε4舳…1・・，Nい，。。．・1＿・9，1。。。．

欺鴛ご鳩㌫デーに一一て・・一橋大学研究年報・・1然科

為㌫、㌶アと応用・・内田忠夫他編・近代経済学講座・企業の計蜘

算簑鷺ζ仁1漱睾1i胃1一一に一一ての一考察・・一橋論叢，第

1二e鮒肌㍑鴛、㌃Cl；：1鳩：；㌘・・一…i榊舳

年箏警実性下の計画法に関する2・・の問題・・一橘論叢・第六十五巻第三号，昭和・・

“AMeo皿S鮎i・ti・・1S・・t・・・・…i・…蜘・舳〃〃∫藺洲、づ、閉。、岳，

　Vol．131No．1，pp．30－36．1972．

「統計的システム論に関する一考察・・一橋大学研究年報・経済研舳，。、．、9一。。

昭和47年12月．

「不確難と最適化一㈱的システム論一の一試論）・，経済研究。。巻、号，昭和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　465



（ユ44）　　　　　　　　　　一橋論叢　第100巻　第3’号

　卑8年10月．
。統計的システム論1。一橋大学研究年報r自然科学研究・・1・…31．5ア・昭和52

　年3月．
　「統計的システム諭II」同上19，pp．1－21．昭和54年9月．

　r統計的システム論皿」同上20，pp．3－17，昭和55年11月・

。所得分布曲線とエン1ロビー・，一橋論叢，第八十六巻第六号・…48－64・昭和56

　年6月・
。統計的システム論W。，一橋大学研究年報r自然科学聯・・1・…3・25・昭和58

　年3月．

監訳
　　。．。、1昌。、，H．・．wilf，舳舳肋α川棚・∫。川・伽1c・柳”5∬・Jd皿

　　Wiley，196ア・

　　r電子計算機のための数学的方法■一』1鹿島出版会・昭和50年5月・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す・　　　　　　　　　（高橋一つ
　本号は名誉教授片岡信二先生の退官記念　　最終講義のまとめを是非特集号に載せて

号です，そして本号が実は，少くとも現在　頂きたいと片岡先生にお願いしたところ，

の編集方針のもとでは，一橋論叢最後の退　先生の快藷を得ることができた．先生が永

官言自念号となります．　　　　　　　　　　年愛着をもつて育成された一橋大学情報処

　さて片岡先生は昭和20年代始めに本挙　理センターの一室で．最終講義は行なわれ

へ任官され，以来40年近くにわたり数学　た．統計システム論からの所得分布に関す

や計算機論の講義を通じ経済挙部はもとよ　る先生のご研究をまとめられたものである．

り・大学全体の憎報処理教育及ぴ計算機を　この分野の先生のご研究に適じていなカ、っ

使用する研究活動の整備に大きく貢献され　たが，最終講義の内容には大変興味をそそ

てこられました・先生の一橋における足跡　られた・私自身も，一般均衡理論の立場か

は・ある意味で一橋の計纂機の歴史そのも　らミクロ的集計の効果に関心を持ち，所得

のと言ってもいいでしょう・機種選定委員　分布と集計の効果との関係に注意を払って

会委員・憎報処理センター運営委員会委負　いたからである・挙部の片岡ゼミ出身とし

長，そして憎報処理センター長として，　ては，先生のこの方面のお仕事に気付かず

昭和31年に導入されたHIPAC101から　にいたのは不覚であった．実は，研究者と

始まり，本楮的なコンビュータであるFA・　しての片岡先生には3つの顔があるように

COM－230－25の設置，そして現在のFAC一　思う一第1は計算機論関係の研究，第2は

OM・M－760／6に至るまで，機種選定及ぴ　数理計画法関係の研究，第3は統計物理挙

ソフトの整備・充実に大きく貢献されてき　的視点からのシステム論の研究である．挙

ました。機械の犬型化・高遠化にともない，生時代，我が国における創成期時代のコン

もち論使用するコンビュータ言語も年々変　　ピューターHIPAC1Oユを使って，先生

ってきています・確か先生が著されたr計　からSIPによるプログラムを教えて頂き，

算機論」（春秋社）という本にはHIPAC　大学祭の時には，簡単なゲームのプログラ

1Oユ用のプログラムが例として載っている　ムやカレンダーなどを作成した、ゼミでは

と聞いております。ほとんど機械語に近い　この他，Dantzlgの線型計画法やFord、

ものから現在主に使用されている種々のア　Fu1kersonのネットワーク理論を学ぶ過程

プリケーシ目ン・バヅケイジまで，すぺて　で，先生のこの方面における研究の成果に

をこなしながら研究・教育に携わってこら　も接することができた．しかし，先生が物

れた先生の御苦労には1あらためて感服い　理挙出身で，統計物理挙に興味を持たれて

たしております．もち論先生の御活動は，　いること以外，第3の研究のご関心につい

まだ何年も続くわけですし・これからも我　て私は知らなかった．収録された先生の最

々に大きな助言を与えて下さると思ってお　終講義から学んで，今後の研究に役立てた

ります・最後になりましたが・この場をお　いと思っている・　　　　　　（山崎昭）
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